
 

図 7.1.2-6 共通基盤技術（FP 挙動関連）確立のための産・官・学の協力体制  
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産業界
－実機データの蓄積（希少）

国内外データの収集･整理
－ﾌﾟﾗﾝﾄ運用上固有課題の評価

レベル４事象のシナリオ
－福島プラントでの遠隔計測技術
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と整理

官界
－長期的戦略の指導的役割

（規制当局）
－国際間の技術調整

海外水化学管理情報の把握と国内基準への反映
－大規模実験の推進（新研究用原子炉建設）

（推進当局）
－国内自主技術の育成

学協会規格
原子力学会標準委員会

学術界
－基礎データ、新知見の発掘と蓄積
（共通的･普遍的･永続的研究テーマ）
－FP挙動現象、データの科学的裏付け
－教育・人材の継続的供給
－研究専門委員会「SA時FP挙動」

課題：
・(学)発のアイディアの確保
・研究の持続性
・水化学分野人材育成の促進

（再教育を含む）

課題：
・長期的に経済性向上に係わる
課題への積極的投資

・(学)への課題ルートニーズの開示

課題：
・安全性･信頼性向上に係わる課題への長期的投資
・国家戦略として原子力の将来の経済性向上策への
継続的投資

課題：
・研究リソース確保と有効活用
のための研究開発の重点化･集約化


